
毎
年
二
月
十
七
日
、宮

中
を
は
じ
め
全
国
の
神
社
で
は
五
穀
豊
穣

を
祈
る「
祈
年
祭
」が
取
り
行
わ
れ
る
。
そ

し
て
、春
に
田
植
え
を
し
、秋
の「
新に

い
な
め
さ
い

嘗
祭
」

で
神
々
に
そ
の
年
の
収
穫
を
感
謝
す
る
。
こ

の
サ
イ
ク
ル
が
遠
い
昔
か
ら
繰
り
返
さ
れ
て

き
た
▼「
祈
年
祭
」は「
き
ね
ん
さ
い
」あ
る

い
は「
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
」と
読
む
。「
と

し
」は
稲
、「
ご
い
」は
祈
り
で
あ
る
。「
神
」

の
字
の
成
り
立
ち
は
、「
示
」の
部
分
は
祭
壇

を
意
味
し
、「
申
」の
部
分
は
田
に
雷
が
落
ち

た
様
子
を
表
し
て
い
る
と
聞
く
。
古
代
か
ら

稲
は
神
様
か
ら
の
賜
り
も
の
と
意
識
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
▼
近
年
、農
業
従
事
者
の

高
齢
化
と
後
継
者
不
足
等
の
要
因
に
よ
り
、

こ
の
先
国
内
で
農
業
を
永
続
的
に
続
け
て
い

く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、対
応

策
と
し
て
、大
規
模
農
業
へ
の
転
換
、ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
た
ス
マ
ー
ト
農
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
昔
に
比
べ
人
の
手

が
あ
ま
り
掛
か
ら
な
く
な
っ
た
。と
は
い
え
、

稲
が
神
様
か
ら
の
賜
り
も
の
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ

て
戴
き
た
い
と
思
う
。	

（
菊
）

令
和
八
年 
正
月 
皇
紀
二
六
八
六
年

今
月
の
お
ま
つ
り

神
宝
館
だ
よ
り
・
み
こ
こ
ろ

宗
像
大
社
歌
会
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令
和
八
年
　
正
月

皇
紀
二
六
八
六
年
　

多
く
の
人
で
溢
れ
る
、

賑
や
か
な
辺
津
宮

 島
民
ら
家
族
が
集
う
、

和
や
か
な
中
津
宮

 神
職
た
だ
一
人
、

静
寂
の
沖
津
宮

宗
像
大
社
の
三
宮
は
、

其
々
に
新
し
き
年
を
迎
え
た
。

 ど
ん
な
一
年
に
な
る
の
か

皆
が
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

古
か
ら
今
へ
…
不
変
の
祈
り
で

日
本
の
新
し
き
年
は
始
ま
る



宗
像
大
社
の
三
宮
は
、

其
々
に
新
し
き
年
を
迎
え
た
。

 ど
ん
な
一
年
に
な
る
の
か

皆
が
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

古
か
ら
今
へ
…
不
変
の
祈
り
で

日
本
の
新
し
き
年
は
始
ま
る

①令和8年1月１日沖ノ島の初日  
②令和7年12月31日年内最後の
　神事、辺津宮大祓式  
③令和8年1月1日年明け直ぐの
　辺津宮  
④令和8年1月11日多くの
　島民が集う中津宮還暦祝い

②

③

④ ①



節せ
つ

分ぶ
ん

祭さ
い

二
月
三
日（
火
）午
前
十
一
時

立
春
の
前
日
を
節
分
と
い
い
、季
節
の
変
わ
り
目

の
病
気
や
災
害
を
鬼
に
見
立
て
て
、豆
を
打
っ
て
追
い

払
い
ま
す
。

豆
打
式
は
本
殿
の
神
事
の
後
に
特
設
舞
台
に
て
行

わ
れ
ま
す
。
福
豆
に
加
え
、お
菓
子
や
協
賛
賞
品
の

当
た
り
券
も
撒
か
れ
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

紀き

元げ
ん

祭さ
い

二
月
十
一
日（
水
）午
前
十
一
時

神
武
天
皇
が
奈
良
・
橿
原
の
地
で
初
代
天
皇
に
ご

即
位
さ
れ
、日
本
が
建
国
さ
れ
た
始
ま
り
を
祝
う
日

で
す
。

神
武
天
皇
御
即
位
の
大
業
を
仰
ぎ
、皇
室
の
弥
栄

と
国
の
安
寧
を
祈
念
し
ま
す

今
月
の
お
ま
つ
り

今月のおまつり

4



今月のおまつり

祈き

年ね
ん

祭さ
い

二
月
十
七
日（
火
）午
前
十
一
時

秋
の
収
穫
に
感
謝
す
る
、新に

い
な
め
さ
い

嘗
祭
と
対
を
な
す
重

儀
で
す
。

春
の
耕
作
始
め
に
あ
た
り
、お
米
を
始
め
と
す
る

五
穀
の
豊
か
な
稔
り
、豊
作
を
祈
る
お
祭
り
で
す
。

農
耕
が
生
活
の
中
心
で
あ
っ
た
時
代
、豊
作
を
祈

る
こ
と
は
国
家
国
民
の
安
泰
に
つ
な
が
る
重
要
な
祭

り
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

天て
ん

長ち
ょ
う

祭さ
い

二
月
二
十
三
日（
月
）午
前
十
一
時

天
皇
陛
下
の
御
誕
生
日
を
お
祝
い
し
て
、御
長
寿

並
び
に
国
民
の
平
安
を
お
祈
り
す
る
お
祭
り
で
す
。

天
長
と
は
、天
地
と
と
も
に
聖
寿
の
限
り
な
き
こ

と
を
言こ

と
ほ祝
ぐ
と
い
う
意
味
で
す
。

戦
前
、天
皇
誕
生
日
は
天
長
節
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

奈
良
時
代
光
仁
天
皇
の
宝
亀
六
年（
西
暦
七
七
五
年
）

に
始
め
て
行
わ
れ
た
行
事
で
す
。

5



6

宗
像
社
と
海（
七
）

宗
像
大
宮
司
家
は
海
に
面
し
た
宗
像
の
地
を
治

め
、
古
代
よ
り
航
海
術
と
外
交
術
を
培
っ
て
き
た
。

中
世
に
は
こ
の
特
徴
を
活
か
し
、海
外
交
流
を
盛
ん

に
展
開
さ
せ
て
い
く
。

史
料
は
享き

ょ
う
と
く徳

三（
一
四
五
四
）年
の「
宗
像
大
宮
司

氏う
じ

正ま
さ

書
案
」。
第
六
十
七
代
大
宮
司
で
あ
る
宗
像
氏

正
が
朝
鮮
王
朝
の
外
交
を
掌
る
役
人
・
礼れ

い
そ
う曹
判は

ん
し
ょ書

（
外
務
大
臣
）に
対
し
て
送
っ
た
外
交
文
書
で
、こ
の

時
の
朝
鮮
国
王
・
李
朝
六
代
端た

ん
そ
う宗
に
書
を
進
め
、通

交
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
朝
鮮
国
側

に
渡
し
た
文
書
の
控
え（
案あ

ん

文も
ん

）で
あ
り
、後
に
参
照

し
や
す
い
よ
う
に
か
本
文
に
本
来
は
書
か
れ
な
い
返

り
点
や
送
り
仮
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
一
地
方
勢

力
で
あ
る
宗
像
氏
の
朝
鮮
通
交
の
史
料
と
し
て
も
、

ま
た
当
時
の
外
交
文
書
の
実
例
と
し
て
も
大
変
珍

し
く
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

本
文
で
は
第
六
十
代
大
宮
司
氏う

じ

経つ
ね

の
通
交
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
朝
鮮
国
側
の
史
料『
朝
鮮

王
朝
実
録
』に
見
え
る
一
四
一
二
年
の
氏
経
か
ら
の

使
者
の
記
録
が
宗
像
氏
の
朝
鮮
通
交
の
初
見
で
あ
る
。

こ
の
後
も
宗
像
氏
の
朝
鮮
通
交
は
継
続
さ
れ
、そ
の

頻
度
は
約
百
年
の
間
に
四
十
回
以
上
、氏
正
の
次
代

の
大
宮
司
と
な
っ
た
氏う

じ

郷さ
と

に
つ
い
て
は
三
十
回
を
越

え
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。	

（
津
）

神
宝
館
だ
よ
り
106

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・みこころ

梅
の
つ
ぼ
み
が
膨
ら
み
、
さ

わ
や
か
な
香
り
が
漂
う
こ
の

頃
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
年
の
お
正
月
三

箇
日
は
、新
春
寒
波
到
来
に
よ
り
寒
さ
厳
し
い
中
で
も

数
多
の
方
々
に
ご
参
拝
頂
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
▼
さ
て
、
今
月
三
日
は
当
大
社
で
節
分
祭
及

び
豆
打
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
私
は
去
年
担
当
者

と
し
て
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
豆
打
式
で
は
、

大
人
用
と
子
供
用
ス
ペ
ー
ス
に
分
か
れ
て
豆
撒
き
が
行

わ
れ
ま
す
。
一
般
的
な
豆
撒
き
と
異
な
り
宗
像
な
ら

で
は
の
海
の
幸
や
各
会
社
様
の
ご
厚
意
に
よ
る
商
品

券
等「
当
り
付
き
福
豆
」が
撒
か
れ
、お
子
様
も
楽
し
く

参
加
し
て
い
ま
す
。
節
分
祭
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
に

生
じ
る
邪
気
や
疫
病
を
祓
い
、無
病
息
災
と
招
福
を
願

う
全
国
的
に
行
わ
れ
る
伝
統
行
事
で
す
。
新
年
を
迎
え

ま
だ
宗
像
大
社
に
お
参
り
出
来
て
い
な
い
方
は
、ぜ
ひ

節
分
祭
に
ご
参
列
下
さ
い
▼
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
年
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。
喜
び
と
同
時
に
、こ
れ

ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
、そ
し
て
責

任
と
自
覚
を
持
ち
、自
分
ら
し
く
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
▼
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、三
寒
四
温
の
季
節
柄
、日
々
の
寒
暖
差
に
お
気

を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。	

（
官
）

宗像大宮司氏正書案（宗像神社文書）



い
く
葉
か
の
欲
の
か
わ
ら
け
剥
が
れ
落
ち
軽
や
か
な
れ
ど
淋
し
く
も
あ
り	

東
　
　
雅
子

作
者
は
自
分
を
客
観
視
し
欲
が
剥
が
れ
た
と
感
じ
、
気
持
ち
が
軽
く
な
っ
た
の
だ
。
欲
は
若
い
時
に
強

く
、
生
き
る
目
的
に
も
な
る
の
で
一
抹
の
寂
し
さ
を
も
覚
え
た
作
者
だ
ろ
う
。「
欲
の
か
わ
ら
け
」
に

我
欲
の
感
じ
が
出
て
い
る
。

裏
庭
の
ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
か
が
り
火
の
様
に
萌
え
立
ち
亡
き
姉
見
送
る	

本
田
エ
リ
ナ

満
天
星
躑
躅
は
秋
の
紅
葉
が
美
し
い
。
亡
き
人
の
門
出
だ
が
真
っ
赤
な
満
天
星
躑
躅
に
見
送
ら
れ
る
景

は
美
し
い
。「
萌
え
る
」
は
芽
吹
き
の
意
味
な
の
で
〈
燃
え
る
〉
と
す
る
か
三・四
句
を
〈
か
が
り
火
の

色
に
染
ま
り
て
〉
と
し
て
は
。

一
行
で
終
る
日
記
で
日
を
終
る
今
日
と
同
じ
明
日
な
ら
い
い
と	

吉
﨑
美
沙
子

あ
ま
り
変
化
の
な
い
毎
日
を
送
る
作
者
。
日
記
に
も
特
に
書
く
こ
と
が
な
い
の
で
一
行
で
終
わ
る
の
だ
。

平
凡
で
も
平
穏
に
過
ぎ
た
今
日
と
同
じ
よ
う
な
日
々
が
続
く
こ
と
を
願
う
気
持
ち
が
、
上
手
く
三
十
一

音
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

海
岸
に
打
ち
寄
せ
る
波
不
思
議
か
な
波
長
を
合
わ
せ
休
む
事
な
く	

佐
藤
　
　
守

浜
べ
に
寄
せ
る
波
を
見
て
、
波
が
月
の
引
力
で
満
ち
引
き
す
る
こ
と
は
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
て
も
や

は
り
不
思
議
に
思
う
作
者
。
三
句
の
助
動
詞「
か
な
」に
は
詠
嘆
の
意
味
が
あ
る
。
静
か
な
感
慨
な
ら〈
な

り
〉
も
使
え
る
。

レ
タ
ス
の
葉
二
枚
キ
リ
キ
リ
洗
う
朝
オ
ー
プ
ン
サ
ン
ド
は
君
と
二
人
で	

早
川
　
祥
三

「
君
」
は
作
者
の
夫
人
だ
ろ
う
。
レ
タ
ス
を
し
っ
か
り
洗
い
、
朝
食
の
オ
ー
プ
ン
サ
ン
ド
を
作
っ
て
い

る
の
だ
。
朝
の
レ
タ
ス
の
爽
や
か
さ
と
、
男
性
の
作
者
が
夫
人
の
た
め
に
料
理
す
る
の
も
今
の
時
代
ら

し
く
て
良
い
。

明
の
字
は
「
窓
」
と
「
月
」
だ
と
辞
書
に
あ
る
卒
業
式
の
歌
が
な
つ
か
し
い	

山
﨑
　
公
俊

明
の
字
の
日
の
部
分
は
古
く
は
窓
を
表
す
字
だ
っ
た
の
で
、
明
は
暗
い
場
所
を
窓
か
ら
月
光
が
射
す
よ
う
に

照
ら
す
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
だ
。
作
者
は
窓
か
ら
「
蛍
の
光
」
の
歌
詞
を
連
想
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
が
取
る
と
く
る
っ
と
巻
い
た
褐
色
の
落
ち
葉
も
す
ぐ
に
飛
行
機
と
化
す	

堺
　
　
玲
子

作
者
の
お
子
さ
ん
は
大
の
飛
行
機
好
き
で
、
何
か
飛
行
機
に
似
た
形
の
も
の
を
見
つ
け
る
と
飛
行
機
に

な
ぞ
ら
え
て
遊
ぶ
の
だ
ろ
う
。
褐
色
の
落
ち
葉
の
描
写
が
丁
寧
な
の
で
歌
の
意
味
が
分
か
り
や
す
く
子

供
の
連
想
力
が
よ
く
わ
か
る
。

物
価
高
お
せ
ち
も
か
た
い
旨
味
か
な	

早
川
　
祥
三

寒
き
夜
は
白
菜
と
ろ
と
ろ
煮
込
み
た
る
鍋
か
こ
み
た
し
熱
燗
汲
ん
で

ス
ー
パ
ー
で
売
る
春
菊
の
値
下
が
り
が
冬
の
終
わ
り
の
近
き
を
告
げ
る

◆ 

選 

者 

詠

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選
　
■
毎
月
25
日
〆
切（
順
不
同
）

第
７
７
４
回

第
７
４
４
回

俳
句

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
令
和
七
年
十
二
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

五
〇
、〇
〇
〇
円

　
　 

オ
オ
ツ
カ 

ア
ヤ
カ	

一
五
、〇
〇
〇
円

千
代
田
区	

髙
梨
　
　
実	

一
〇
、〇
〇
〇
円

津
　
市	

奥
山
　
明
伸

津
　
市 

（
株
）ク
レ
ス
メ
ゾ
ン 

代
表
取
締
役 

深
見
吟
恵

北
佐
久
郡	

川
田
　
春
華

五
、〇
〇
〇
円

横
浜
市	

成
井
　
晃
子

田
川
市	

松
本
智
加
子

八
女
市	

吉
泉
　
正
幸

一
宮
市	

後
藤
　
祐
介

豊
中
市	

村
上
　
公
子

春
日
市	

松
尾
　
嘉
三

福
岡
市	

山
崎
　
智
之

那
覇
市	

平
良
さ
や
か

中
頭
郡	

吉
村
　
友
見

飯
塚
市	

内
山
　
勝
裕

都
留
市	

小
松
崎
　
茂

千
葉
市
　
　
株
式
会
社
M‌

A‌

J‌

I

千
葉
市
　
　  

合
同
会
社
和
多
志	

四
、〇
〇
〇
円

北
　
区	

佐
藤
　
正
明	

三
、〇
〇
〇
円

北
葛
城
郡
　
ヒ
ー
リ
ン
グ
サ
ロ
ン
遊
未
館 

雪
そ
ら
み

糸
島
市	

國
分
　
一
美

大
阪
市
　
　
大
将
軍
神
社
研
究
会	

二
、〇
〇
〇
円

太
宰
府
市	

大
江
田
美
子	

北
九
州
市	

加
藤
　
秀
明

福
岡
市	

田
中
　
　
環

福
岡
市	

今
宮
　
浩
司

堺
　
市	

西
岡
　
忠
士

市
原
市	

慈
道
陽
一
郎

刈
谷
市	

志
賀
　
秀
子

長
崎
市	

山
本
　
好
治

桜
川
市	

髙
松
　
惠
子

柳
川
市
　 

（
株
）川
口
建
設 

川
口
智
秀

北
　
区	

佐
藤
　
正
明

　
　
　  

ス
ズ
キ
ク
ニ
オ

お詫びと
訂正

先
月
号（
令
和
八
年
睦
月
７
８
０
号
）2
ペ
ー
ジ
３
段
目
13
行
に
誤
字
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。　
　
（
誤
）　
男
尊
女
子　
（
正
）　
男
尊
女
卑　

7
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如 き
さ
ら
ぎ
月
　
第
781号

2026年
2月
1日
発
行（
月
刊
）／
宗
像
大
社
　
〒
811─

3505　
福
岡
県
宗
像
市
田
島
2331　

電
話（
0940）62─

1311（
代
）　
https://w

w
w
.m
unakata-taisha.or.jp/

本
年
も
辺
津
宮
で
は
三
が
日
で
約

十
万
人
の
参
拝
者
を
迎
え
、
賑
や
か
に
新
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
数
だ
け
を
見
れ
ば
、
宗
像
市
の
人
口

と
ほ
ぼ
同
数
の
参
拝
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
日

本
人
の
八
割
が
、
お
正
月
に
神
社
へ
初
詣
に
行
く
と
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
▼
神
社
は
「
空

間
信
仰
」、
感
じ
る
宗
教
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
本
殿

に
鎮
座
さ
れ
る
神
様
の
御
姿
は
目
に
は
見
え
な
い
。
し

か
し
神
社
と
い
う
非
日
常
の
空
間
の
中
で
、
一
人
一
人

が
自
ら
の
心
に
神
様
を
感
じ
、
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
▼

日
本
人
は
「
イ
エ
ス
、
ノ
ー
を
は
っ
き
り
言
わ
な
い
民

族
」
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
優
柔
不
断

さ
で
は
な
く
、
相
手
の
気
持
ち
を
思
い
、
感
じ
取
る
感

性
の
表
れ
で
も
あ
る
。
和
を
も
っ
て
尊
し
と
な
す
、
和

合
を
重
ん
じ
る
と
い
っ
た
精
神
は
、
古
来
よ
り
日
本
人

の
暮
ら
し
と
社
会
の
根
底
に
息
づ
き
、
そ
の
姿
は
今
も

神
社
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
▼
他
者
に
寄
り
添
い
、
見

え
な
い
も
の
を
感
じ
、
調
和
を
大
切
に
す
る
日
本
人
特

有
の
民
族
性
と
感
覚
は
、
分
断
や
対
立
が
深
ま
る
現
代

社
会
に
お
い
て
、重
要
な
価
値
感
で
は
な
い
か
…
。（
鈴
）

編
集
後
記

３月 まつりごよみ
───────────────────────────
１日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭、第二宮第三宮祭
	 宗像護国神社祭
────────────────────
４日	 氏貞公墓前祭（神式）	 午前11時
	 宗像市上八1424-3 	 氏貞公墓前
────────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭、第二宮第三宮祭
────────────────────
19日	 松尾神社祭	 午前11時
────────────────────
20日	 春季皇霊殿遙拝式	 午前10時
	 宗像祖霊社春季大祭	 午前11時
────────────────────
31日	 春季大祭宵宮祭	 午後 6 時
────────────────────
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